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地域おこし協力隊・田口佳子
蕁43－3306（旧馬荷小学校）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　まだまだ寒さが厳しく春の訪れが待ち遠しい

ですが、皆さんはお変わりないですか？

　1月13日、旧馬荷小学校で「幡多地域ふるさと応援隊

等ネットワーク設立総会及び第1回会議」が行われました。

幡多地域6市町村のふるさと応援隊（地域おこし協力隊・

集落支援員）と移住相談員が集まり、抱えている共通した

課題について、連携、協力し情報共有や意見交換を行うこ

とで、効率的な課題解決を図ることが目的です。

　現在、幡多地区にはふるさと応援隊が21人もいます。

せっかくなら、幡多地区だけのネットワークがあってもい

いのでは！ということで、第1回会議を馬荷でさせていた

だきました。

　話をしてみると、やはり同じような課題に直面していて、

市町村を超え先輩からのアドバイスをもらえたり、後輩か

ら新しい提案があったりと、とても良い会になったと思い

ます。

　これからもどんどん開催し、幡多地域全体が盛り上がっ

ていけばと思っています。

 　◆
３４
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が
「
地
域
」
に
向
き
合
う
原
動
力
に

　
庭
先
集
荷
の
取
り
組
み
か
ら
、
中
山

間
地
域
で
の
「
集
落
福
祉
」
を
考
え
は

じ
め
た
こ
ろ
、
津
波
の
高
さ
予
測
数
値

が
全
国
紙
の
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面
に
踊
り
、「
防
災
」
が

町
全
体
の
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
課
題
は
山
積
み
で
、
関
係
者
の
日
々

の
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闘
に
は
本
当
に
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下
が
り
ま
す
。

た
だ
そ
の
一
方
で
、
沿
岸
部
か
ら
は
じ

ま
っ
た
網
羅
的
な
地
域
防
災
の
動
き
は
、

「
部
門
別
支
援
の
発
想
」
の
壁
を
乗
り

越
え
、
よ
り
包
括
的
に
「
地
域
で
生
き

る
」
こ
と
を
考
え
る
長
期
的
な
視
点
を

多
く
の
人
と
共
有
す
る
土
台
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
自
分
が
暮
ら
す
土
地
は

ど
ん
な
特
徴
を
持
ち
、
日
々
の
営
み
が

い
か
な
る
資
源
に
な
り
得
る
の
か
―
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
意
識
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
条
件
不
利
地
域
か
ら
「
町
の
備
蓄
庫
」へ

　
庭
先
集
荷
も
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
＆
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
も
、

短
期
的
な
防
災
活
動
に
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
で
も
「
山
側
」「
平
場
」
双
方
の
特

性
を
生
か
し
、
日
頃
か
ら
町
の
中
で
モ

ノ
・
人
・
情
報
が
行
き
交
う
複
数
の
仕

組
み
を
整
え
て
お
く
こ
と
は
、
地
域
の

持
続
性
、
つ
ま
り
は
長
期
的
な
防
災
力

を
高
め
る
試
み
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
市
場
経
済
で
は
「
取
る
に

足
ら
な
い
」
規
模
の
「
売
る
ほ
ど
で
も

な
い
」
生
産
物
も
、
各
集
落
で
１
人
で

も
多
く
の
住
民
が
息
長
く
自
律
的
な
生

産
活
動
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
自
体
の
あ

り
が
た
み
を
実
感
で
き
れ
ば
、
庭
先
集

荷
の
よ
う
な
試
み
が
い
か
に
大
切
か
、

改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

◆
日
常
を
支
え
「
地
域
を
続
け
る
」

　
人
口
減
少
が
進
み
、
中
山
間
地
域
対

象
の
事
業
は
、
単
体
と
し
て
は
「
採
算

性
の
壁
」に
ぶ
つ
か
り
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
お
話
し
し
た「
サ
ー
ビ
ス
・

支
援
人
材
の
多
機
能
化
」
は
、
そ
ん
な

現
実
の
も
と
で
暮
ら
し
を
支
え
る
手
立

て
の
一
つ
。
そ
し
て
「
防
災
」
課
題
は
、

部
門
別
の
取
り
組
み
を
、「
地
域
を
続

け
る
」
と
い
う
共
通
の
思
い
へ
と
導
く

舞
台
装
置
の
よ
う
で
す
。

　
既
存
の
小
さ
な
試
み
を
つ
な
ぎ
、
見

方
を
変
え
る
こ
と
で
何
が
で
き
る
の
か
。

「
集
落
福
祉
」
を
カ
ギ
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
町
で
の
次
な
る
出

会
い
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
お
わ
り
）

　
昨
年
１０
月
の
「
集
落

福
祉
か
ら
考
え
る
中

山
間
地
セ
ミ
ナ
ー
」
報

告
・
最
終
回
で
す
。

日
本
福
祉
大
学
　
小
國
　
和
子

「
集
落
福
祉
」

〜
黒
潮
町
か
ら
全
国
へ
〜

い
こ
う

で
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幡多6市町村の地域おこし協力隊員や県市町村職
員ら35人が集まり、ざっくばらんに意見交換し
ました。


